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(  ii  )
数の区別に関するものです。日本語では意識されない文法事項であるため，特に注意を
向ける必要があります。次の文の誤りを見つけてください。
　The pH value of the three samples was measured with hand-held pH meter.
　三種類のサンプルそれぞれの pHを個々に測定し，三つの測定値を得たと考えられる
ので，pH-valueは複数形であるべきで，それに伴って動詞は wereが正しい形です。
また，meterは可算名詞なので，単数形の a hand-held pH meterか，複数形の hand-
held pH metersのどちらかとなります。一回の測定に複数の機器を同時に使用するこ
とはないでしょうから，単数形が適切と考えられます。正しい表現は，
　The pH values of the three samples were measured with a hand-held pH meter.
となります。こうした点は些細なことと思われるかもしれませんが，正確な記述を旨と
する科学論文においては疎かにすることはできません。
　最後に指摘したいのは，適切な用語の使用です。私は歯学の研究者ではありませんか
ら，abstract中で用いられている術語の定義を各種のリファレンスを用いて確認して
います。もっとも頻繁に利用するのは，ライフサイエンス辞書（https://lsd-project.
jp/），CiNii（https://ci.nii.ac.jp/），医中Web（https://search.jamas.or.jp/）の三つです。
校閲には英文の abstractとその日本語対訳を提出していただいていますので，日本語
対訳中の術語をこれらのリファレンスで検索し，ヒットした論文の英文を読んで適切な
訳語を確認する，または逆に校閲中の abstractの英語術語を検索して日本語の定訳を
確認し，日本語対訳に合致していることを確認するという作業をします。時には，校閲
中の英文内の表現を検索しても，まったくヒットしないことがあります。この場合，そ
の表現が一般的な術語ではないということが示唆されます。読者に無用な混乱を生じさ
せないよう，上記のリファレンスを活用して一般的な訳語を使用するよう心がけて欲し
いものです。
　ここで取り上げた三項目を含めた abstractの欠陥は，手本となる論文をたくさん読
み，適切なリファレンスを使用することで回避できるようになるはずです。その点を肝
に銘じて論文作成にあたっていただきたいと思います。
　
（奥羽大学歯学会編集委員）
